
令和 8 年度事業計画 
 

Ⅰ 海難防⽌に関する調査研究・周知宣伝事業【補助事業】 
 １ 「三重県沿岸域における海上交通に関する調査研究」（新規事業） 

三重県は、伊勢湾から熊野灘にかけて⻑い海岸線を有し、沿岸域には国際拠点港湾 
の四⽇市港、重要港湾である津・松阪港、尾鷲港、地⽅港湾の⿃⽻港等、19 の港湾
が配置されている。各港湾では、外国貿易、国内貿易、漁業、観光等の特⾊を活かし
た港湾機能が維持され、各種船舶が出⼊りしている。 

このような港湾情勢の中、三重県においては、地域の活性化、カーボンニュートラ 
ル、アフターコロナを⾒据えた観光復興などの新たな課題に対応し、港湾への新たな
価値を創造するため「三重県港湾みらい共創本部」を設置し、取組みを⾏っている。  
 具体的には、津・松阪港、尾鷲港、⿃⽻港をモデル港に指定し、港湾の脱炭素化、
港湾による地域産業の活性化、港湾を活⽤した観光活性化について検討を進めるこ
ととしている。 

当協会は、愛知県及び三重県の沿岸⽔域並びにその付近⽔域における船舶に係
る事故及び災害の防⽌・港湾・航路に関する調査研究事業を⾏い、海上交通の安
全に寄与することを⽬的としている。 
係る観点から、三重県の取組みに着⽬し、津・松阪港、尾鷲港、⿃⽻港の港湾利

⽤の実態について調査するとともに、これら３港湾の沿岸域における海上交通の現
状と課題について調査検討を⾏い、三重県が進めている港湾の新たな利活⽤への取
組みについて側⾯から協調することとしている。また、本調査は、今後の当協会の
新たな調査研究事業に繋げることを付帯的に位置づけるものである。 

 
２ 海難防⽌活動事業（継続事業） 

毎年、海の⽉間（7/1〜7/31）の時期に合わせ、「海難ゼロへの願い」をスローガン
に官⺠の関係者が⼀体となって「海の事故ゼロキャンペーン」が全国的に展開される。 
東海地⽅においては、当協会が主体となってキャンペーン活動を展開しており、令

和 8 年度においても海難防⽌思想の普及啓発、海での事故の未然防⽌の観点から同キ
ャンペーンを推進する。 

    また、春先から梅⾬期にかけて伊勢湾三河湾は霧の多発期になることから、令和 8 
  年度においても「霧海難ゼロ」をスローガンとして海難防⽌活動を展開する。 
 

３ 周知宣伝事業（継続事業） 
  当協会の事業活動を広く周知広報する媒体として年２回（4 ⽉・10 ⽉）、協会広報誌

「会報」を発⾏している。令和 8 年度度においても発⾏を継続する。 
  
Ⅱ 船舶交通の安全確保に関する事業【受託事業】 
 〇 航⾏安全管理業務 
   伊勢湾北部海域では、⼤規模な⼟砂処分場整備事業が⻑期に亘り実施されることか 

ら、周辺海域を航⾏する⼀般船舶等の航⾏の安全を図るとともに、⼯事関係船舶の事 
 

故を防⽌することが必要である。 
   当協会では、事業主体より委託を受け、令和 3 年度より航⾏安全情報管理室を設置 



して業務に当たっている。同管理室では、航⾏船舶、操業漁船及び⼯事作業船の安全 
確保のための各種情報の収集・提供、船舶及び⼯事関係者に対する助⾔・指導等を⾏ 
っており、令和 8 年度においても実施する。 

 
 


